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日
本
の
国
土
面
積
は
世
界
の
六
十

一
番
目
で

あ
る
が
、
棲
息
し
て
い
る
哺
乳
動
物
は
一
八
〇

種
、
烏
類
は
七

0
0種
で
、
同
様
の
島
国
の
イ

ギ
リ
ス
の
九
六
種
、
二
四
七
種
と
比
較
す
る
と

多
様
で
あ
る
。
主
要
な
要
因
は
国
土
が
南
北
に

三
0
0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
展
開
し
て
お
り
自

然
環
境
が
多
様
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
日
本
で
も
近
代
以
後
、
数
多
く
の
生
物
が

絶
滅
し
て
き
た
。
前
回
の
世
界
の
絶
滅
動
物
の

続
編
と
し
て
日
本
の
実
態
を
紹
介
す
る
。

エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ
（
＿
八
九
六
年
絶
滅
）

ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ

(
-
九

0
五
年
絶
滅
）

ア
イ
ヌ
民
族
は

エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ
を
ホ
ロ
ケ
ウ

カ
ム
イ
や
ユ
ク
コ
イ
キ
カ
ム
イ
な
ど
の
名
称
で

神
聖
な
動
物
と
し
て
共
存
し
て
い
た
が
、
明
治

時
代
に
な

っ
て
、
北
海
道
の
開
拓
と
と
も
に
飼

育
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
ウ
マ
を
襲
撃
す
る
事

態
が
頻
発
し
は
じ
め
た
。
そ
こ
で
一
八
七
七
年

か
ら
毒
餌
に
よ

っ
て
次
々
と
駆
除
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
八
八
年
ま
で
に
約
三

0
0
0
頭
が
死

亡
し
た
。
そ
し
て
九
六
年
の
毛
皮
の
売
買
の
記

録
を
最
後
に
エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ
は
絶
滅
し
た
。

そ
れ
以
後
も
千
島
列
島
に
は
棲
息
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
が
、
最
近
の
報
告
で
は
、
そ
こ
で

も
絶
滅
し
た
と
さ
れ
、
完
全
に
地
上
か
ら
消
滅

し
た
。
と
こ
ろ
が
エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ
の
絶
滅
に
よ

図lニホンオオカミ

っ
て
天
敵
が
不
在
に
な

っ
た
エ
ゾ
シ
カ
が
道
内

で
は
急
速
に
増
加
し
て
作
物
の
食
害
が
顕
著
に

な
り
、
し
ば
ら
く
以
前
か
ら
外
国
の
小
型
の
ハ

イ
イ
ロ
オ
オ
カ
ミ
を
涵
入
し
よ
う
と
い
う
意
見

も
登
場
し
て
い
る
。
生
物
の
世
界
か
ら
す
れ
ば

人
間
は
勝
手
な
存
在
で
あ
る
。

本
州
以
南
に
は
別
種
の

ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ

（図
1
)
が
棲
息
し
て
い
た
。
秩
父
の
山
奥
の

三
峯
神
社
や
両
神
神
社
の
山
門
の
両
側
の
狛
犬

は
オ
オ
カ
ミ
で
あ
る
よ
う
に
、
古
来
、
神
聖
な

動
物
と
さ
れ
、
農
村
で
は
イ
ノ
シ
シ
な
ど
害
獣

を
駆
除
す
る
益
獣
と
も
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し

明
治
以
後
の
人
口
増
加
と
農
地
拡
大
に
よ
り
害
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図2ニホンカワウソ

獣
と
さ
れ
、
鉄
砲
の
普
及
と
と
も
に
減
少
、

一

わ
し

か

ぐ

ち

九

0
五
年
に
奈
良
県
鷲
家
口
で
捕
獲
さ
れ
た
ニ

ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
が
最
後
の
一
頭
と
な

っ
た
。

ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ

（二

0
1
二
年
絶
滅
）

山
口
県
岩
国
市
で
生
産
さ
れ
て
い
る
日
本
酒

「
猜
祭
」
は
最
高
級
品
が
海
外
で
は
一
本
＿

o

0
万
円
近
く
で
購
入
さ
れ
る
ほ
ど
の
人
気
で
あ

る
が
、
「
猜
」
は
カ
ワ
ウ
ソ
で
、
捕
獲
し
た
魚

を
祭
壇
に
供
え
る
よ
う
に
岸
辺
に
並
べ
る
こ
と

か
ら

「猜
祭
」
と
い
う
言
葉
が
誕
生
し
た
と
さ

れ
る
。
そ
の
一
種
の

ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ

（図
2
)

は
日
本
列
島
の
海
岸
や
河
川
や
島
々
に
広
範
に

棲
息
し
、

一
八
八

0
年
代
に
は
東
京
に
さ
え
棲

息
し
て
い
た
哺
乳
動
物
で
あ

っ
た
。

毛
皮
が
二
層
に
な

っ
て
い
る
た
め
防
水
効
果

や
保
温
効
果
が
良
好
な
こ
と
か
ら
、
大
正
時
代

に
は
年
間
一

0
0
0
匹
以
上
が
捕
獲
さ
れ
た
と

い
う
ほ
ど
乱
獲
さ
れ
て
激
減
し
た
。
一

九
二
八

年
に
捕
獲
禁
止
と
な

っ
た
が
、
戦
後
の
河
川
改

修
の
進
展
の
影
響
も
あ
り
棲
息
区
域
が
急
速
に

減
少
し
た
。

一
九
五

0
年
代
に
は
北
海
道
か
ら

九
州
ま
で
の
一
部
で
棲
息
が
確
認
さ
れ
る
程
度

に
な
り
、
本
州
と
九
州
で
は
一
九
五
四
年
、
北

海
道
で
は
翌
年
に
絶
滅
し
た
と
さ
れ
る
。

一
九
六
四
年
に
天
然
記
念
物
、
翌
年
に
は
特

別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
が
手
遅
れ
で
あ

り
、
そ
の
時
期
に
棲
息
し
て
い
た
の
は
四
国
の

愛
媛
県
と
高
知
県
の
み
で
あ

っ
た
。
以
後
、
七

三
年
に
は
愛
媛
県
で
幼
獣
を
捕
獲
、
七
五
年
に

は
高
知
県
で
成
体
を
捕
獲
、
七
七
年
に
は
高
知

県
で
撮
影
さ
れ
た
。
し
か
し
七
九
年
に
高
知
県

で
生
存
が
確
認
さ
れ
た
の
が
最
後
で
、
九
二
年

に
は
目
撃
情
報
も
あ

っ
た
が
、
二

0
―
二
年
に

絶
滅
と
さ
れ
た
。

ト
キ

（
二

0
0三
年
絶
滅
）

日
本
の
国
鳥
は
キ
ジ
で
あ
る
が
、
全
身
が
白

色
で
頭
部
と
脚
部
の
み
が
赤
色
の
ト
キ
は

『日

本
書
紀
j

に
も
記
載
さ
れ
、
江
戸
時
代
中
期
に

編
纂
さ
れ
た

「諸
国
産
物
帳
』
に
も
広
範
に
分

布
し
て
い
る
と
記
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日

本
を
象
徴
す
る
鳥
類
で
あ
る

（図

3
)。
十
九

世
紀
に
来
日
し
て
い
た
ド
イ
ツ
の
医
師
F
.
F

・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
が
剥
製
を
オ
ラ
ン
ダ

に
送
付
し
、

一
八
七
一
年
に
学
名
が
「
ニ
ッ
ポ

ニ
ア
・
ニ

ッ
ポ
ン
」
と
命
名
さ
れ
た
。

日
本
で
は
広
範
に
棲
息
し
て
い
た
が
、
明
治

時
代
以
後
に
乱
獲
さ
れ
、
一
九
二

0
年
代
に
は

絶
滅
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
三

0
年
代
に
な
っ
て
能
登
半
島
と
佐
渡
に
約
一
〇

0
羽
の
棲
息
が
確
認
さ
れ
た
が
、
棲
息
環
境
の

悪
化
に
よ
り
急
速
に
減
少
し
た
。
五
二
年
に
は

図3トキ
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特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
が
効
果
は
な

く
、
八

＿
年
に
生
存
し
て
い
た
六
羽
が
捕
獲
さ

れ
て
佐
渡
で
飼
育
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
野
性

の
ト
キ
は
消
滅
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
繁
殖
す
る
こ
と
な

く
次
々
と
死
亡
し
、
二

0
0
三
年
に
最
後
の
一

羽
の
キ
ン
が
死
亡
し
て
日
本
の
ト
キ
は
絶
滅
し

た
。
し
か
し
絶
滅
以
前
の

一
九
九
八
年
に
中
国

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
雌
雄
一
対
の
ト
キ

「友
友
」

「洋
洋
」
を
飼
育
し
て
翌
年
に
は
繁
殖
に
成
功

し
、
二

0
0
八
年
か
ら
放
鳥
を
開
始
し
た
と
こ

ろ
、
二

0
―
二
年
に
は
野
生
で
繁
殖
す
る
よ
う

に
な
り
、
現
在
で
は
日
本
に
六

0
0
羽
程
度
が

棲
息
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

ニ
ホ
ン
ア
シ
カ
（
一
九
九

＿
年
絶
滅
）

鼻
先
で
ボ
ー
ル
を
見
事
に
操
作
す
る
サ
ー
カ

ス
の
花
形
動
物
ニ
ホ
ン
ア
シ
カ
は
、
か
つ
て
は

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
南
部
や
千
島
列
島
か
ら
日

本
全
域
に
棲
息
し
て
い
た

（図

4
)。
国
内
の

縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
も
頭
骨
な
ど
が
発
掘
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
古
代
か
ら
狩
猟
の
対
象
で
あ

っ
た
が
、
江
戸
時
代
に
は
各
藩
で
禁
猟
対
象
と

し
て
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
七
ー
ニ
年

発
行
の
百
科
事
典

「和
漢
三
才
図
会
』
に
は
図

入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
明
治
時
代
に
な
る
と
社
会
の
混
乱
か

ら
保
護
さ
れ
な
く
な
り
、
毛
皮
と
獣
脂
を
目
的

に
乱
獲
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
で
も
二

十
世
紀
初
期
に
は
日
本
各
地
で
生
存
が
記
録
さ

れ
て
お
り
、
三
万
頭
か
ら
五
万
頭
が
日
本
周
辺

に
棲
息
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
と
り

わ
け
日
本
海
沖
の
竹
島
に
は
多
数
が
棲
息
し
て

い
た
が
、
毛
皮
や
獣
脂
だ
け
で
は
な
く
サ
ー
カ

ス
な
ど
か
ら
の
需
要
も
あ
り
、
一
九

0
四
年
か

ら
八
年
で
一
万
四

0
0
0
頭
が
捕
獲
さ
れ
た
。

戦
後
に
な
っ
て
竹
島
で
約
六

0
頭
の
生
存
が

確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
在
日
米
軍
が
竹
島
を
射

撃
演
習
の
場
所
と
し
た
こ
と
も
影
響
し
て
減
少

し
、
絶
滅
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以

図4ニホンアシカ

多
数
の
生
物
が
絶
滅
し
た
小
笠
原
諸
島

後
も
一
九
六
二
年
に
千
島
列
島
で
目
撃
、
六
七

年
に
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
で
死
骸
の
発
見
、
七

四
年
に
礼
文
島
沖
で
幼
獣
の
捕
獲
、
七
五
年
に

竹
島
で
二
頭
の
目
撃
情
報
な
ど
が
あ
り
、
現
在

は
絶
滅
危
惧
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
復
活
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

先
月
に
紹
介
し
た
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
島
の
ド
ー

ド
ー
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
島
の
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
モ
ア
の
よ
う
に
、
天
敵
の
存
在
し
な
い
絶
海

の
孤
島
に
悠
然
と
生
活
し
て
い
た
動
物
は
人
間

と
い
う
地
上
最
強
の
天
敵
の
到
来
と
と
も
に
短

期
で
絶
滅
し
て
き
た
。
日
本
に
も
同
様
の
絶
滅

が
発
生
し
た
群
島
が
存
在
す
る
。
東
京
か
ら
南

側
に

一
0
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
彼
方
に
存
在

し
、
約
三
0
の
小
島
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
小
笠

原
諸
島
で
あ
る
。

十
五
世
紀
以
後
に
世
界
に
進
出
し
は
じ
め
た

西
洋
の
船
乗
り
が
小
笠
原
諸
島
を
発
見
し
て
定

住
す
る
人
問
も
登
場
す
る
が
、
一

八
七
六

（明

治
九
）
年
に
明
治
政
府
が
日
本
の
統
治
を
宣
言

し
て
日
本
人
が
定
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在

で
は
約
二
六

0
0人
が
生
活
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
温
暖
な
気
候
を
利
用
し
て
野
菜
や
果
物

を
商
品
作
物
と
し
て
栽
培
す
る
た
め
に
森
林
が

伐
採
さ
れ
、
そ
の
影
轡
に
よ
っ
て
固
有
の
動
物
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奥
羽
山
脈
の
西
側
に
あ
る
田
沢
湖
は
水
深
四

や
植
物
が
急
速
に
絶
滅
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

小
笠
原
諸
島
は
一
度
も
大
陸
と
地
続
き
に
な

っ
た
こ
と
が
な
い
た
め
、
多
数
の
固
有
の
生
物

が
生
存
し
て
き
た
。
し
か
し
人
間
が
定
住
す
る

よ
う
に
な
っ
て
以
後
、
二
十
世
紀
前
半
ま
で
に

絶
滅
し
た
鳥
類
は
「
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ガ
ビ
チ

ョ

ウ
」「
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ラ
ス
パ

ト
」
（
図
5
)
「オ

ガ
サ
ワ
ラ
マ
シ
コ
」
な
ど
六
種
で
し
か
な
い
も

の
の
‘
1
0
0種
程
度
が
生
存
し
て
い
た
小
笠

原
固
有
種
の
陸
産
貝
類
の
う
ち
約
二

0
種
は
絶

滅
し
て
い
る
。

絶
滅
か
ら
蘇
生
し
た
ク
ニ
マ
ス

冒
ヽヤ

゜図5オガサワラカラスバト

目 五
・,s・・.r ~ 

図6クニマス

二
三
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
日
本
最
大
深
度
の
湖
沼

で
、
ヒ
メ
マ
ス
、
ア
メ
マ
ス
、
イ
ワ
ナ
、
ウ
グ

イ
な
ど
豊
富
な
魚
類
と
と
も
に
、
世
界
で
こ
こ

に
し
か
生
存
し
な
い
ク
ニ
マ
ス
が
棲
息
し
、
こ

の
地
方
の
重
要
産
品
で
あ
っ
た
（
図
6
)
。
し

か
し
一
九
四
0
年
に
発
電
施
設
を
建
設
す
る
た

め
玉
川
か
ら
強
酸
性
水
を
導
水
す
る
よ
う
に
な

っ
た
結
果
、
湖
水
は
酸
性
に
な
り
、
多
数
の
魚

類
と
と
も
に
ク
ニ
マ
ス
も
絶
減
し
た
。

と
こ
ろ
が
二

0
1
0年
に
な
っ
て
、
京
都
大

学
の
中
坊
徹
次
教
授
が
学
者
で
タ
レ
ン
ト
の

「
さ
か
な
ク
ン
」
に
ク
ニ
マ
ス
の
素
描
を
依
頼

す
る
た
め
、
富
士
五
湖
の
一
湖
で
あ
る
西
湖
で

外
観
が
ク
ニ
マ
ス
に
類
似
し
て
い
る
ヒ
メ
マ
ス

を
四
匹
捕
獲
し
て
「
さ
か
な
ク
ン
」
に
送
付
し

た
と
こ
ろ
、
二
匹
は
ク
ニ
マ
ス
で
は
な
い
か
と

い
う
連
絡
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
中
坊
教
授
が
解

剖
や
分
析
を
し
た
と
こ
ろ
、
ク
ニ
マ
ス
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
れ
は
田
沢
湖
か
ら
様
々
な
河
川
を
経
由
し

て
ク
ニ
マ
ス
が
西
湖
ま
で
到
達
し
た
の
で
は
な

く
、
田
沢
湖
に
強
酸
性
水
が
導
水
さ
れ
る
五
年

前
の
一
九
三
五
年
に
秋
田
か
ら
西
湖
に
ク
ニ
マ

ス
の
受
精
卵
一

0
万
個
が
送
付
さ
れ
、
孵
化
し

た
稚
魚
が
放
流
さ
れ
た
結
果
で
、
地
元
で
は
ク

ロ
マ
ス
と
名
付
け
ら
れ
て
ク
ニ
マ
ス
と
気
付
か

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

二
0
1

三
年
に
は
ク
ニ
マ
ス
は
絶
滅
か
ら
野
生
絶
滅
に

変
更
さ
れ
た
。

孔
子
の
編
纂
と
さ
れ
る

『書
経
」
に
は
人
間

は
「
万
物
の
霊
長
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
世

界
の
頂
点
に
君
臨
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、

実
際
に
人
問
は
生
物
世
界
を
蹂
躙
し
、
鉱
物
世

界
の
資
源
を
枯
渇
さ
せ
る
ほ
ど
君
臨
し
て
い
る
。

し
か
し
二
十
世
紀
か
ら
開
始
さ
れ
た
資
源
の
大

量
消
費
グ
レ
ー
ト
・
ア
ク
セ
レ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
巨
大
加
速
）
に
よ
り
、
生
物
も
鉱
物
も
破
綻

に
直
面
し
て
い
る
。
そ
の
危
機
を
警
告
し
て
い

る
の
が
人
類
の
消
滅
さ
せ
て
き
た
生
物
で
あ
る
。
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